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A 71 北 海 道自生 櫨物 の澱粉 の酵素 分解性 につい て

北海道 教育 大　 畑井 朝子・ 長 谷川恵

お茶の 水女 子大　 福鳩博 保

目的： 前 報では 北海道に 自生し 、ア イヌが 食 糧や菓とし て利 用し てき た オオウバ ユリと

エゾ エン ゴサ クの澱 粉を分 雌し 、 その性 状を 報告し たが、 今回 は引き 続きヒ シ・ ミ ズ ナラ

の 澱粉も 加え、 パン クレア チンによ る 分解性を 中ii> に 各 澱粉の 性質につ い て検討し た。

方 法：昭 和59 年 春か ら秋 にかけ てオ オウバ ユリの 鱗茎・ エゾ エンゴ サクの塊 茎・ ヒ シ及

びミ ズ ナラ の果 実を 採集し た。 それ らを磨 砕^ ふ るい 分け-> 精 製４ 脱水４ 脱ア ルコ ール-

風 乾 の過程を 経て 澱粉を得 た。 パン クレ アチ ンによ る分 解性・ 分解 過程の 顕徹鏡 観察（ 光

学 い偏 光・SEM    ）・ 粒 径及び粒 形・ 沈降速 度･     X 線 回 折などか ら、ジャ ガイ モおよびト ウ

モロ コ シ澱粉と 比 較し 、こ れら 澱粉 の性状を検討し た 。

結果： 澱粉粒の 酵*  に よる 分解性 はミ ズ ナラ・ エゾ エン ゴサ クが 高く 、 オオウ バユリは

低く 、そ れぞれト ウ モロ コ シとジャ ガイ モに 類似し て おり、ヒ シは 中間に あり 、高いも の

か らミズ ナラ 〉エゾ エン ゴ サク 〉（ ト ウモロ コ シ ）〉ヒ シ 〉（ 小粒 子ジャ ガイ モ)  > オ オ

ウ バユリ 〉（ ジャガ イモ ）の順にな る 。今回 検討し た各 種澱粉 では 、粒 径と 分解率 の闇に

は逆 の相 関が認 められ 、小 粒径（10.4    ~ 16. 0μ〉の 澱粉の方 が大 粒径（40.6    ~ 64. 8μ ） の澱

粉より 高い 分解 が見られた。 沈降 速度は 分解本 の高く 粒 径の小さい 方が 遅い 傾向にあ るが 、

エゾ エン ゴ サクが著し く速く 、 またヒ シが他 の 澱粉｡に 比 べ著しく 遅 いこ とが 特徴的 であ る

願微鏡 観察 の結果 では 分解率 の高いも の程崩壊 程度が 著し く 、偏 光十字 の消失も 速い 。 ま

た 、形状 は多 角形・ 半 球形など 角ばっ た 粒は崩 壊し 易い傾 向にあ る。Ｘ 線回 折図は オオウ

バユリ・ エソエ ンｊ サク・ミ ズ ナラa  B 図 形 、ヒ シ はA  に 近いc  図 形 であ る。


